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大学と地域が協働する子育て支援者研修の成果と課題
−「にいみ子育てカレッジ」2013年度の取組より−
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Ⅰ 研究の目的

新見公立短期大学では，2008 年 4 月に大学と地域の協
働による子育て支援「にいみ子育てカレッジ」注１）（以下，
カレッジ）を設立し，行政や地域の様々な機関，関係者等
多様な構成員を持つ運営委員会や事務局を中心に事業の
企画や運営に関する協議を行なってきた。その事業の一
つに，「子育て支援者等連携・育成」があり，地域の子育
て支援者等の研修を継続的に行ってきた。地域子育て支
援拠点（以下，拠点）で親子と直接関わる支援者や関係機
関に従事する者がつながり，親子の実態等を理解しなが
ら，子育て支援について学び合う研修は，地域全体の子
育て支援力向上につながり重要だと考える。2011 年から
始まった研修では，当初は「情報交換の意義」は感じるが，

「ひろばで親子が楽しく過ごしてくれればよい」「子育て
支援を学問的に示すことには抵抗がある」「実践となると
難しい」などの声が聞かれたり，「どのようなイベントを
行うか」等に関心が向けられたりしていた。しかし，現在
は，徐々に子育て支援の質の向上に繋がるような「気付
き，学び合う」研修になりつつある。

そこで本研究では，2013 年度のカレッジ子育て支援者
連携育成事業に着目し，間接的な支援者であるカレッジ
事務局の構成員注２）（以下，間接的支援者）が，地域に点在
する拠点の支援者（以下，直接的支援者）を対象に行なっ
てきた研修会の成果と課題を明らかにしたいと考える。
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Ⅱ 研究方法

１．期　間：2013 年 8 月～2014 年 2 月
２．対　象：8 月 1 日，12 月 10 日，2 月 4 日計 3 回の以

下研修会参加者を対象とする。
①間接的支援者：市の行政関係者 2 名，県職員 2 名，
社会福祉協議会 1 名，主任児童委員 1 名，カレッジ事
務局員１名，大学事務局員１名，大学教員 3 名
②直接的支援者：A 広場支援者 1 名，B 広場支援者 1
名，C 広場支援者 2 名，D 広場支援者 2 名，E 広場支
援者 2 名，F 広場支援者 6 名

３．方　法：研修後に行なう直接的支援者への自由記述
式アンケートを KJ 法にて分析する

間接的支援者については，研修会終了時の感想（口
述）を整理し成果を抽出する。

４．倫理的配慮
対象者に本研究の趣旨を口頭にて説明し同意を得た。

調査結果などについてはカテゴリー分析を行い，個人
が特定されることがないことを説明した。

Ⅲ 子育て支援者研修会について

１．子育て支援者連携育成事業
カレッジが取組んでいる 6 事業の一つである（図１）。本

事業の目的は，地域の子育て広場等で活動している子育
て支援者の情報交換，連携や研修の場を設けることによ
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本研究は，大学・地域・行政で組織される「にいみ子育てカレッジ」事務局メンバーが企画・運営する子
育て支援者研修会の成果と課題を明らかにしたものである。研修会に参加した子育て広場等の支援者は，「情
報交換の大切さ」や「研修会の意義」を実感している。研修会の開始当初は，「イベントの内容」など運営に
ついての関心が高かったが，現在は親と子どもの育ちや背景となる生活を視野に入れた「支援の在り方」に
ついての関心が高まり，積極的な「研修の要望」が出るなど，支援者の「学ぶ意欲や姿勢」が顕著になった。
また，カレッジ事務局メンバーについても，子育て支援における自身の専門性や職業役割を再認識し業務へ
の意欲につながっていることが窺われる。課題は，研修会主催者と受講者の枠を超え，一人一人が支援者と
しての当事者意識を持ち協働しながら能動的に学び続ける研修会の在り方である。



り子育て支援の質向上及びネットワーク化を図ることで
ある。事業の内容は，各種研修会や講演会等の実施，外
部研修会や勉強会への参加，他機関との情報交換などで
ある。
２．研修会の目的

地域に点在する拠点に従事する子育て支援者と，大
学・地域・行政など子育て支援関連機関の従事者が，協
働することにより地域の子育て支援力を向上させること
である。
３．研修会の方法
１）間接的支援者について（実施者）

間接的支援者は，子育てカレッジ事務局会議にて研修
会の年間計画および直前の実施計画等について検討する。
詳細な研修会実施前後のプロセスや内容は以下の通りで
ある。
・年間計画では，前年度の研修の成果や課題を踏まえ更
なる質の向上を目指すためにどのような内容が必要か協
議して各回の研修テーマを決定する。
・研修会の実施 1 か月前に事務局から直接的支援者に質
問紙を送付する。
・研修会の開始までに質問紙の回収を行い，内容の整理
および研修プログラムを作成する。質問紙のまとめは研
修会資料として当日全員に配布する。
・間接的支援者は，研修会のテーマや内容により，各自
が役割（講座の講師，司会，記録，進行，挨拶，レクリエ
ーション係，コーディネーターなど）を受け持つ。
・1 回の研修会の時間は，1 時間半～3 時間と幅があり，
研修会の内容によって実施時間は異なる。間接的支援者
は，実施者であり研修会参加者でもある。直接的支援者
と同様に研修会に参加する。研修会終了後は，直後や次
回事務局会議にて研修会の振返りを行う。
２）直接的支援者について（受講者）

直接支援者は，研修会の案内と同時にカレッジ事務局
から送付された質問紙に回答する。

質問内容は，主には①子育て支援に関わってよかったこ
と（喜び）②困っていること，③他の人に聞いてみたいこ
と④自身の広場の課題と思うところなどの 4 項目である。
当日は，間接的支援者の計画したプログラムに沿って研
修を行う。研修会が終了すると，研修について振り返る。

４．研修会のテーマと内容

Ⅲ．結果

１． 研修会の成果
以下，直接的支援者と間接的支援者の研修会の成果で

ある。直接的支援者については，3 回分の振返りシートを
KJ 法にて分析した。間接的支援者については，研修会後
の感想（口述）の記録を整理した。
１）直接的支援者

研修会の参加者は，第 1 回目が 9 人，第 2 回目が 10
人，第 3 回目が 8 人であった。延べ 27 人分の振返りシー
トを分析した結果，成果に関する記述が 50 コード抽出さ
れ，5 つのカテゴリーに分類された（表１）。その内容は

【情報交換の大切さ】が最も多く 15 件，次いで【支援内容
への気づき】が 13 件，【研修の意義】が 11 件，【学びへの
意欲】は 6 件であり，【研修についての要望】は 4 件であっ
た。文中では，カテゴリーを【】サブカテゴリーを〔〕サブ
カテゴリーに対する特徴的なコードを「」で示す。

２）間接支援者
間接的支援者である大学・地域・行政は，研修会を振

返り以下の感想を述べている。成果として捉えられた箇
所を下線で示している。

大学は，「地域の実態や具体的事例を知ることで協働の
中での自身の役割や大学が発揮すべき専門性が明確にな
ってきた」や「大学内部の関係者等に対してカレッジの理
解が進むような橋渡しをしたい」と振返っている。

地域は，「赤ちゃん訪問などを通して，県外からの親は
特に話ができる場や繋がりを必要としている」と実態を把
握する中で，「自分の役割として個々の親への細やかな対
応を心掛け広場の紹介を行うなど関わりの充実を図りた
い」と述べている。

行政は，「研修会の中でミニ講座を引き受ける機会を得
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図１　にいみ子育てカレッジの組織図と６事業の内容
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大学と地域が協働する子育て支援者研修の成果と課題

て子育て支援に関する資料を準備したり改めて制度の勉
強をしたりと，自分自身気付き学ぶことが多かった」と述
べている。また「地域の子育て支援における市の役割が明
確になった」や「市への期待が大きいことを知り責任感が
増した」とも述べている。その他，「研修会では子育て支
援における自身の機関としての役割とは何かをいつも考
えている」や「現在の事業内容を見直したい」「家族間の調
整のためにも積極的に広場を紹介したい」と述べ，それぞ
れが自身の業務について改めて見直しをしたり意欲を高
めていることがわかった。

Ⅵ．考察

１．研修会の成果
感想として最も多かったのは［情報交換の大切さ］であ

り，具体的には「具体的な話から，一人だけの悩みではな
いことがわかってよかった」や「色々な事例をあげての意
見を聞けたことがとても勉強になった」と，情報交換を通
して同じ立場の支援者と思いを共有し，親しみや安心感
の中で具体的な事例を出し合える関係性を築いているこ

とがわかる。また，「各広場の活動，様子，悩み等を聞
き，ひろばのスタッフの意見も聞けて色々な面で解決で
きたように思う」と自身の取組の見通しにつなげたりして
いる。このことから，単に情報を交換するだけではなく，
自身の取組の振返りや明日からの活動への意欲や反映に
つながっていることがわかる。

2011 年度から始まった研修会であるが，開始当初は「子
育て支援を学問的に示すのは抵抗がある」や「できれば参
加したい」など研修会について消極的と思われる意見が見
られた。しかし，2013 年度の研修会では「地域との交流は
広場だけからの働きかけでは成り立たない」「研修会の場
でつながりを強化すればどんどん新しいことにも取り組
める」と研修会に期待する声が聞かれ，「短大の専門的な
立場で指導してくださる先生方や主任児童委員の方々が
おられることはとても心強い」など，様々な立場の人が協
働で行なう［研修の意義］を実感しており研修に対する考
えの変化が見られるようになってきた。

また，【支援内容についての気づき】も深まっているこ
とが分かる。当初は，「ひろばで親子が楽しく過ごしてく
れればよい」や「どのようなイベントを行うか」など子育て
支援の本質に関することというよりは，表面的な捉え方
にとどまっている感が否めなかった。「親子の生活に触れ
てみるとなるほどと一つ一つの行動に意味があり，その
ことを理解し関わりを考えてみたいと思う」や「子どもの
育ちへの思いが先行し過ぎて共感するとか親子を理解す
る気持ちが足りなかったのではないかと反省した」など親
子を共感的に理解しようとする記述が見られるようにな
っている。更に，「支援者は指導者ではなく気付いたり気
づかせたりしながら，背伸びしないよう来年度も若い母
親の相談相手になりたい」と拠点スタッフの役割である身
近な相談者としての意識を再認識している。

さらに，制度や子育て支援，親子への理解を深めたい
等［学びへの意欲］が見られる。特に大きいこととして，
間接的支援者である行政職員から制度に関するミニ講座
を受けたことにより，これまで目を向けられていなかっ
た新制度に関する興味関心が高まり，「今後ますます勉強
していきたい」という声や「親の育ちを求める前に，まず
は広場に携わっている自分自身を高めなければと改めて
感じた」という［学びへの意欲］が見られるようになってい
ることである。直接的支援者は，準備された研修会に参
加する形式になっていることから受講する人であり受け
身の存在であったが「もっと自由に語り合いたい」や「時間
が足りない」など［研修への要望］がでるようになっている
ことは，学びの意欲と連動して支援者としての意識の高
まりを見ることができ研修会の成果と言える。

本研究では，直接的支援者だけでなく間接的支援者に
ついても研修会の成果が確認された。協働型の研修会で
は，企画・運営はもちろんのこと，1 回毎の研修会では間
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表１　直接的支援者の研修会参加における成果



接的支援者のほぼ全員が役割を持つ。2013 年度において
は，市行政職員がミニ講座を受け持ち，改めて自分の業
務に関わる内容について勉強したり期待されていること
を実感したりで支援者としての当事者意識を高めている。
また，直接的支援者の現状，地域および親子の具体的な
ニーズや課題が見えてきて，現在の自分の業務を振返り
専門性の再認識を行う契機になったり，新たな取組への
意欲が見られたりしている。
２．研修会の課題

現在，様々な調査や研究等を通して，子育て支援者の
専門性が明らかにされつつあると同時に，支援の質向上
に対する取組も大きな課題として注目されている。研修
の重要性は言うまでもなく，各種団体において子育て支
援者の養成講座や段階別の研修プログラムなども開発さ
れている。カレッジは，今年度より，N 市より市内唯一
公設である子育て支援センターの委託をうけ，名実とも
に本地域の子育て支援を中核的に担っていく機関となっ
た。そこで，これまで以上に N 市内に点在する親子交流
ひろばの支援の質向上を目指し，親が育ち，子どもが育
ち，子どもを産み育てることに喜びが持てる地域づくり
について積極的な取組が求められる。このことからも市
内の全子育て支援者が参加する本研修会は，大きな意味
持つ。また，研修会の企画・運営をカレッジ事務局メン
バーである子育て支援に関連する機関の従事者が協働で

行うことも重要な意味を持つこととなる。
2013 年度の研修会を振返る限りにおいてはある一定の

成果が見られたと考える。しかし，「研修会を開催しても
らってありがたい」という[感謝]や「もっとたくさん意見交
換したかった」「もう少し時間が長くてもよいのでは」と

【研修会に対しての要望】が挙げられており，直接支援者
にとってはまだ与えられた受け身の研修会であることが
窺われる。間接的支援者についても，研修計画等に関わ
ってはいるものの，まだ全員が自分の専門性を十分発揮
しながら協働できているとは言い難い。今後は，研修会
を開催する人，受講する人という関係ではなく，自由な
雰囲気の中で研修計画やテーマについて共に考えたり課
題の整理を行ったりなど間接的支援者と直接的支援者間
に協働する関係が形成されるよう工夫を行っていきたい。
そして，一人一人が地域の子育て支援者としての当事者
意識を持ち自身および地域の課題を明確にしながら能動
的に学び続ける研修について探っていきたい。

文献

注１）「おかやま子育てカレッジ」第 1 号　新見モデル
注２）行政（新見市および岡山県職員），地域（主任児童委

員・社会福祉協議会職員），大学教職員
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